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横浜市における 
「指令管制員に対する教育」 

平成24年８月７日 
横浜市消防局司令課 名取 正暁 



警防部司令課（90名） 
司令課長 

司令担当課長(2名) 

システム管理係(11名) 
 

システム管理係長 
消防・救急無線デジタル化担当係長 

司令係（76名) 
 

司令係長(2名) 
司令担当係長(2名) 

・庶務 
・電算システム 
・情報通信 
・無線 
・システム改善 
・救急企画 

当直体制→４部２交代 
 ・司令主任 
 ・庶務 
 ・保全 
 ・消防、救急運用 
 ・気象・防災 
 ・渉外・統計・情報 

Command and  
 Orders Division 

Systems Management Section Command and Orders Section 

救急資格者：5１名（救命士 16名） ＊係長を除く。 ２ 



横浜市の119番通報の現況 
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119通報受信件数

救急件数

平成23年 
受信件数：242,759件 
救急件数：167，971件 
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119番通報受信状況（23年中） 
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災害通報中の救急事案（23年中） 

救急, 93.7%
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救急 火災 その他災害

災害、救急：179,262件 
５ 



横浜市消防局 6 

■ 救命効果の向上 
 

■ 公平・公正な救急サービスの提供 

横浜市救急条例の制定 

平成20年10月1日 施行 
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横浜市救急条例の主な柱 

 119番通報時の緊急度・重症度識別の実施と識別
結果に応じて出場させる部隊を変えるなど救急隊
等の弾力的な運用 

医師等による「救急相談サービス」の提供 

・ 一部事業者へのＡＥＤの設置を義務付け 

・ 市、事業者、市民のそれぞれの責務を規定 

・ 虚偽の通報等不適正な救急要請に対する規定  
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緊急度・重症度識別の実施 

119番通報の内容から、症
状などをコンピューターに
入力し緊急度・重症度を
判断し、緊急度等に応じて
救急隊等を弾力的に出場
させる。 

（コールトリアージの導入） 
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指令管制員（ディスパッチャー） 
          に求められるスキル 

 119番受信のための基本的な技能機器を操
作する技能 

機器を操作する技能 

医学的な知識に基づいて聴取する技能 

緊急度・重症度を判断する技能 

通報者に口頭指導をする技能 
 

  ※「ディスパッチャー」･･･司令センターで119番通報を受信する     

                  指令管制員 



119番受信のための基本的な技能 
 

 目の前で起きた出来事に動揺する通報者から、
救急車を出場させるべき「災害点」を迅速に聴取
し、指令管制機器を活用して的確に消防隊や救
急隊等に指令する技能 

（ディスパッチャーのスキル） 

（内容聴取、地図検索、指令種別・部隊選別など） 
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機器を操作する技能 

地図検索画面 自動選別画面 支援画面 

１ ２ 3 

４ 

メモ入力画面 
（緊急度・重症度識別画面） 

タッチパネル 
119番を受付 

５ 

ホワイト・ボード 
司令管制に必要な情報 

6 

（ディスパッチャーのスキル） 
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テンキー 



医学的な知識に基づいて聴取する技能 

緊急度・重症度を判断する技能 

（ディスパッチャーのスキル） 
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通報者に口頭指導をする技能 

心肺蘇生法 
 
止血法 
 
気道異物除去法 

 

他に熱傷、指趾切断、小児の痙攣 
 

（ディスパッチャーのスキル） 

13 



指令システム画面（口頭指導プロトコル例） 
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横浜市メディカルコントロール協議会 
執行体制について 

横浜市メディカルコントロール協議会 

専 門 委 員 会 

指示・指導医 
委員会 

プロトコル 
委員会 

検証 
委員会 

教育 
委員会 

救急活動 
安全管理 
委員会 
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コールトリアージを実施し、その結果を反映した部隊運用を 
   迅速・適確に行うため、指令管制員に特別な教育を行う必要がある。 

このうち、識別に必要な基礎医学教育 
◎ 救急救命士資格者への集合教育 
   （アドバンスコース）～16時間 
◎ 新たに指令管制員となった者への 
   職場内教育 
   （ベーシックコース）～30時間 

横
浜
市
Ｍ
Ｃ
協
議
会 

カリキュラム 
作成 

効果測定 
問題監修 効果測定実施 

全員合格 

指令管制員教育～全140時間 

緊急度・重症度識別の導入にあわせ 
「指令管制員教育（ディスパッチャー養成教育）」を実施 
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ディスパッチャー養成教育 

コース 対 象 者 教育担当 時
間 概 要 

ディスパッチャー 
  養成教育 

アドバンス  救急救命士 救命指導医 16 医学基礎の
教育手順 

ベーシック 全司令管制員 アドバンス
救急救命士 140 基礎教育の

全般 

＊ 教 育 内 容 は 、 次 稿 の ス ラ イ ド に て 説 明 し ま す 。 
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ディスパッチャー養成教育 

 
 新たに指令管制員となった 
異動者への職場内教育 
（ベーシックコース）～30時間 

アドバンスコース修了の 
救急救命士が教育を担当 
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ディスパッチャー養成教育 

ベーシックコース 
 

 受講対象者･･･新たに指令管制員となった者が受講 

 教育時間･･･・・指令管制基礎教育 13時間 

           指令管制実務教育 97時間 

           医学基礎教育    30時間 

              計        140時間 
＊医学基礎教育は、横浜市メディカルコントロール協議会の承認を得た内

容で、アドバンスコース修了者が実施する。 
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ディスパッチャー養成教育 

ベーシックコースの内容 

 

  

指令管制員の役割 2 ディスパッチャーの役割 2
指令システムの概要 2 メディカルコントロール体制 2
災害種別・出場計画 2 生理・解剖 2
ＮＢＣ災害 2 頭部外傷、脳疾患 3
地震・風水害・都市災害等 2 心疾患 3
部隊運用要領 2 呼吸器疾患 3
効果測定 1 高エネルギー外傷 3
小計 13 精神疾患／感染症 3
119番受信対応要領 8 救急医療体制 3
指令管制要領 24 産科・小児科 2
機器操作要領 8 熱傷、形成 2
口頭指導要領 8 アレルギー 1
無線交信要領 8 効果測定 1
緊急度・重症度識別要領 8 小計 30
救急同乗実習 8 140
応急手当指導員講習 24
効果測定 1
小計 97

指令管制
基礎教育

指令管制
実務教育

医学基礎
教育

合計

※ 赤枠の医学基礎30時間が該当 



横浜市消防局 21 

ディスパッチャー養成教育 

アドバンスコース 
 

 受講対象者･･･司令課の救急救命士が受講 

 教育時間･･･・・医学基礎教育 16時間 

 内 容･･････・・医学基礎教育の教育方法を 

          救命指導医から受講 
 

 ＊ベーシックコースの医学基礎教育を担当する。 

 



指令管制員教育の流れ 

4月～5月 

ディスパッチャー教育 
ベーシックコース（140時間） 

 

人事異動 
4月 

5月下旬 

ベーシックコース 
効果測定 

定期的に実施 年度末 

勤務前ミーティング 
および 

勤務終了ミーティングにて 
ヒヤリハット対策 

 

1年間の教育を振り返り 
各自の到達レベルをチェック 

フォローアップ教育のほか、識別振り返り、 
救急隊同乗実習などを実施し、 

管制レベルの向上へ！ 

救急救命士に対しては 
アドバンスコースを実施（1月～3月） 

指令管制員指導者は 
マンツーマンで指導を実施 
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定期教育の風景 

勤務前のミーティングにて、 
アドバンス・救急救命士が 

口頭指導の止血法について 
教育講義をしています。 
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・指令管制員指導者マニュアルの作成 

・到達基準の作成（自己評価チェック） 

・効果測定の見直し 

・テキストの整理（指令管制員マニュアル・
指令必携・各種通知など） 

・救急同乗実習等の実施（継続） 

今後の取組について 

24 



 終わり 
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